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東 北 吹 奏 楽 連 盟 
規   約 

 
第１章  総    則 

（名 称） 
第１条 本連盟は，東北吹奏楽連盟と称する。 
（事務局） 
第２条 本連盟は，事務局を理事長所在地におく。 
（組 織） 
第３条 本連盟は，宮城，岩手，青森，秋田，山形，福島，の各県吹奏楽連盟により

組織する。 
 

第２章  目的および事業 
（目 的） 
第４条 本連盟は，一般社団法人全日本吹奏楽連盟の掲げる目的に則して，吹奏楽およ

びマーチングの普及発展を目的とする。 
（事 業） 
第５条 本連盟は，前条の目的を達するために次の事業を行う。 

① 会議（理事会，常任理事会，その他）の開催 
② 吹奏楽コンクール東北大会の開催 
③ マーチングコンテスト・小学校バンドフェスティバル東北大会の開催 
④ アンサンブルコンテスト東北大会の開催 
⑤ 吹奏楽指導者講習会の開催 
⑥ マーチング講習会の開催 
⑦ 吹奏楽祭の開催 
⑧ その他，目的を達成するために必要な事業 
 

第３章  役員および事務局 
（役 員） 
第６条 本連盟に次の役員を置く。 
      理事長（支部長）   １名 
      副理事長（副支部長）若干名 
      理事        若干名 
      監事         ２名 
     理事より６名の常任理事を置く。 
 
（役員の選任） 
第７条 理事長は，役員選考委員会で推薦し，理事会で承認する。 

２ 副理事長は，理事長が委嘱する。 
３ 理事は，各県吹奏楽連盟の理事長，事務局長，および各県の総会で承認され

た者とする。 
４ 学識経験者を理事に加えることができる。ただし，学識経験者の数は理事総

数の２分の１を超えてはならない。 
５ 常任理事は，各県理事長があたる。 
６ 監事は，理事会で選任する。 

（役員の職務） 
第８条 理事長は，連盟の業務を総理し，この連盟を代表する。 
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２ 副理事長は，理事長を補佐し，理事長に事故あるときはその職務を代理す

る。 
３ 常任理事は，理事会の議による会務を遂行する。 
４ 理事は，理事会を組織し，連盟運営を審議し執行する。 
５ 監事は，事業の運営ならびに会計を監査する。 

（役員の任期） 
第９条 役員の任期は２年とし，再任を妨げない。 

２ 補欠または増員により選任された役員の任期は，前任者または後任者の残任

期間とする。 
（事務局） 
第１０条 連盟の業務を処理するため事務局をおく。 

２ 事務局には事務局長１名，事務局次長，事務局員をおく。 
３ 事務局長および事務局次長は理事長が任免する。 
４ 事務局員は，事務局長が任免する。 

   ５ 事務局員は，有給とすることができる。 
 

第４章 名誉会長・顧問および相談役 
（名誉会長） 
第１１条 本連盟に名誉会長をおくことができる。名誉会長は，理事会の議決により推

戴する。 
（顧問および相談役） 
第１２条 本連盟に顧問および相談役をおくことができる。 
   ２ 顧問および相談役は，理事会において推薦し理事長が委嘱する。 
   ３ 顧問および相談役は，理事会または理事長の諮問機関とする。 
 

第５章  会    議 
（会議の種類） 
第１３条 会議は，理事会，三役会，常任理事会，事務局長会，事業別実行委員会とす

る。 
（理事会の招集） 
第１４条 理事会は，理事長，副理事長，理事，監事および事務局により組織し理事長

がこれを招集する。 
   ２ 理事会は毎年３回開催する。ただし，理事長が必要と認めたとき，および理 

事総数の３分の１以上から請求されたときに招集する。 
（三役会の招集） 
第１５条 三役会は，理事長，副理事長，事務局長により組織し，理事長が随時招集し

業務を遂行する。ただし，理事長は必要と認めたものの出席を求めることが

できる。 
（常任理事会の招集） 
第１６条 常任理事会は，理事長，副理事長，常任理事および事務局により組織し，理

事長が随時招集し業務を遂行する。 
（事務局長会） 
第１７条 事務局長会は，各県事務局長，監事および事務局により組織し，理事長が随

時招集し業務を遂行する。 
（事業別実行委員会の招集） 
第１８条 一般社団法人全日本吹奏楽連盟の主催する事業の主管連盟となった場合お

よび本連盟の主催する事業ごとに実行委員会を組織し，理事長が随時招集し
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事業を遂行する。 
 
（会議の定足数） 
第１９条 会議は，その構成員の３分の２以上の出席により成立する。ただし，委任状

によってあらかじめ意思を表示した者は出席者とみなす。 
   ２ 会議の議決は過半数により決し，可否同数のときは議長の決するところによ

る。 
（会議の議決事項） 
第２０条 理事会に付議すべき事項 

① 事業報告および計画 
② 予算および決算 
③ 役員，監事の選任 
④ 規約・規定の改正 
⑤ 名誉会長，顧問および相談役などの推薦に関すること 
⑥ 規約・規定の細則に関すること 
⑦ その他，必要な事項 

第２１条 三役会に付議すべき事項 
      ① この連盟の業務遂行に関する事項 
      ② 理事会に付議すべき事項 
      ③ その他，必要な事項 
第２２条 常任理事会に付議すべき事項 

① 事業遂行に関すること 
② 予算の運用に関すること 
③ 一般社団法人全日本吹奏楽連盟，およびその他の文化団体との連絡に

関すること 
④ その他，特に重要な事項 

第２３条 事務局長会に付議すべき事項 
① 各県連盟の連絡調整に関すること 
② その他，必要な事項 

第２４条 事業別実行委員会に付議すべき事項 
① 事業企画，運営の計画とその実施 
② 会計の実施 
③ その他，必要な事項 

  
第６章  各県吹奏楽連盟 

（県連盟） 
第２５条 各県吹奏楽連盟は，一般社団法人全日本吹奏楽連盟の会員連盟となり，東北

吹奏楽連盟に属する。 
第２６条 東北吹奏楽連盟に加盟する各県吹奏楽連盟は，毎年１回それぞれ総会を開き，

その決定に基づく下記の書類を毎年各２通５月末日までに本連盟に提出し

なければならない。 
       ① 加盟団体数，および事務局所在地 
       ② 役員組織一覧表 
       ③ 事業計画，および予算 
       ④ 前年度の事業報告，および会計報告 
第２７条 各県吹奏楽連盟は，毎年６月末日までにその年度の負担金を１団体 1,500 円

（全日本負担金 500 円，東北吹奏楽連盟負担金 1,000 円）を加盟団体数によ
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り納入する。 
 

第 7 章  会   計 
（経費の支弁） 
第２８条 本連盟の経費は，負担金，事業収入，補助金，その他の収入により支弁する。 
（会計年度） 
第２９条 本連盟の会計年度は，毎年 4 月 1 日に始まり，翌年 3 月 31 日に終わる。 
 

第 8 章  そ の 他 
（規定および細則） 
第３０条 本規約の実行に必要な規定および細則は，理事会の議決により別に定める。 
（改定） 
第３１条 本規約の改定は，理事会出席者の３分の２以上により決する。 

 
附 則 

この規約は，平成 15 年 12 月 6 日より実施する。 
この規約は，平成 18 年 4 月 22 日一部規約改定。 
この規約は，平成 20 年 12 月 6 日一部規約改定。 
この規約は，平成 22 年 12 月 4 日一部規約改定。 
この規約は，平成 25 年 4 月 27 日一部規約改定。 
この規約は，平成 27 年 4 月 25 日一部規約改定。 
この規約は，平成 30 年 2 月 3 日一部規約改定。 
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東北吹奏楽連盟役員の選出に関する規定 
（規定の趣旨） 
第 1 条 この規定は，規約第 6 条に定める理事長の選出に基づき、理事長選出について

必要な事項を定める。 
（理事長の選出） 

第２条 理事長の選出は、東北吹奏楽連盟（以下「本連盟」）の第 1回理事会におい

て選挙を行う。 

（選挙管理委員会） 

第３条 選挙の事務は、選挙管理委員会（以下「選管委」）が行う。選管委の事務

は、本連盟の事務局長が行う。 

２ 委員は３名とし、本連盟の事務局長と監事２名が行う。委員長は委員の互選

とする。 

（理事長の資格） 

第４条 理事長の資格は、吹奏楽活動、音楽教育、作曲・指揮などの経験が豊かであ

り、会員連盟の理事長とする。 

（選挙の告示） 

第５条 理事長選挙の告示は、第 1回理事会の１か月前までに行う。 

（候補者の告示） 

第６条 候補者は、氏名、吹奏楽活動・音楽教育・作曲・編曲の活動歴、抱負等を記

載した立候補用紙を、選管委に届けるものとする。 

２ 受付期間は、告示日より第 1回理事会の２週間前までに行う。 

（選挙広報） 

第７条 選管委は、候補者の氏名、吹奏楽活動・音楽教育・作曲・編曲の活動歴、抱

負等を記載した立候補用紙の写しを第１回理事会の１週間前までに、常任理

事と理事に送付する。 

（投票権） 

第８条 投票権は、選挙の行われる第１回理事会に出席した常任理事と理事のみと

し、代理投票は認めない。 

（選挙の方法） 

第９条 選挙は、候補者から提出された、吹奏楽活動・音楽教育・作曲・編曲の活動

歴、抱負等を記載した立候補用紙に基づき、適任者１名を選出する。 

（投票の方法） 

第１０条 投票は、すべて無記名で行う。 

２ 立候補が１名の場合は、投票を行わない。 

（開 票） 

第１１条 投票終了後、ただちに選管委のもとにおいて開票する。 

２ 選管委は、投票総数の確認・有効無効の区分をし、候補者別得票数を数

え、これを記録する。 

（当選人の決定） 

第１２条 投票の賛否は過半数を持って決し、賛否同数の場合は、委員長の決する方

法による。 

（選挙活動） 

第１３条 選挙にあたり、選挙活動は行わない。 

（規程の改定） 

第１４条 この規定は、理事会の議決を経なければ、改定することはできない。 
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附 則 

この規定は、令和２年１２月５日から実施する。 
 

 

全日本吹奏楽連盟役員の選出に関する規定 

（規定の趣旨） 

第１条 この規定は、全日本吹奏楽連盟（以下「全日本」という）の役員選挙に関す

る規定（平成 24年 11月 16日改正、以下「全日本規定」）に基づき、全日本

の役員選出について必要な事項を定める。 

（役員の選出） 

第２条 役員の選出は、東北吹奏楽連盟（以下「本連盟」）の第 1回理事会において

選挙を行う。 

（選挙管理委員会） 

第３条 選挙の事務は、選挙管理委員会（以下「選管委」）が行う。選管委の事務

は、本連盟の事務局長が行う。 

２ 委員は３名とし、本連盟の事務局長と監事２名が行う。委員長は委員の互選

とする。 

（役員の資格） 

第４条 全日本の役員の資格は、全日本規定に基づき、吹奏楽活動、音楽教育、作

曲・指揮などの経験が豊かであり、吹奏楽連盟の目的に賛同する者。 

２ 本連盟の役員である者。 

（選挙の告示） 

第５条 役員選挙の告示は、第 1回理事会の１か月前までに行う。 

（候補者の告示） 

第６条 全日本規定に基づき、候補者は、氏名、吹奏楽活動・音楽教育・作曲・編曲

の活動歴、抱負等を記載した立候補用紙を、選管委に届けるものとする。 

２ 受付期間は、告示日より第 1回理事会の２週間前までに行う。 

（選挙広報） 

第７条 選管委は、候補者の氏名、吹奏楽活動・音楽教育・作曲・編曲の活動歴、抱

負等を記載した立候補用紙の写しを第１回理事会の１週間前までに、常任理

事と理事に送付する。 

（投票権） 

第８条 投票権は、選挙の行われる第１回理事会に出席した常任理事と理事のみと

し、代理投票は認めない。 

（選挙の方法） 

第９条 選挙は、候補者から提出された、吹奏楽活動・音楽教育・作曲・編曲の活動

歴、抱負等を記載した立候補用紙に基づき、適任者２名を選出する。 

（投票の方法） 

第１０条 投票は、すべて無記名で行う。 

２ 立候補が２名の場合は、投票を行わない。 

（開 票） 

第１１条 投票終了後、ただちに選管委のもとにおいて開票する。 

２ 選管委は、投票総数の確認・有効無効の区分をし、候補者別得票数を数

え、これを記録する。 

（当選人の決定） 
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第１２条 投票の賛否は過半数を持って決し、賛否同数の場合は、委員長の決する方

法による。 

（選挙活動） 

第１３条 役員選挙にあたり、選挙活動は行わない。 

（規程の改定） 

第１４条 この規定は、理事会の議決を経なければ、改定することはできない。 

 

附 則 

この規定は、平成 26年 12月 6日から実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


